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新学力観に立つ ｢算数学力診断｣の
結果と考察
- ｢数と計算｣の領域-
高価敏雄I､黒崎果洋郎7､涙井文捷 3､福田伸雅一､片山晴夫丘､新瀬険子6
糸島耕太郎7､杉能道明〇､義金永二9､鈴木陸幸一o
第15期中央教育者隷会の答申で rゆとりと生きる力｣を重視する方向が示されたDその意
図実針こ向け､具陣的なプログラムとして薪指斗要衝が平成10年12月に告示された｡新指
導要領では､完全適5日制を見据えて指好内容が30%縮減されたDこの大幅な指導内容の縮
減によって､今日､児童の学力低下を危倶する声があちこちでささやかれている｡しかし､本
当に井数の学力が低下するかどうかは､学力診断網童によって現行の児童の学力を捉えておか
なければ､その真相は究明できないと考える｡
そこで､算数科で一番主要な r数と計井)の簡域に焦点を当て､薪学力削こ根ざした井数の
学力診断朽室をし､r数と計井｣についての井軟の学力の英世を明らかにするO特に､r井数-
の興味 ･関心.態度｣r数学的な考え方｣r井女的な表現 ･処理jr算数的な知識 ･理軌 という
4つの学力の観点から学力診断を行い､現行の軒数教育の間傍点を明らかにすると共にその改
善の指針を究明する｡
l 井敢診断調査の目的
井数診断嗣査を実施する墳合､一般に次の
ような目的がある｡
①児東の理解の様子や見方 ･考え方､態
度の傾向を知るため
②学び手である児童の実馴こ立脚した r新
しい井敢教育のカリキュラム｣を開発
するため
③理解困難な指g内容､つまずきやすい
指導内容等を明らかにし､授業改善に
生かすため
④児童間の算数の学力格差を明らかにし,
値入差や能力差に応じた井数の指牛に
生かすため
⑤学校間や地域間の井教の学力格差を明
らかにし､学校間や地域間での算数の
学力格差をなくす弊数教育の創造に生
かすため
文部省が昭和56年から4年計画で実施し
てきた ｢教育課程実施状況調査｣は､O､②
◎を意図したものと考える｡また､文部省が
平成6年 2月に実施した ｢教育課程の実施状
況に関する総合的調査研究｣のペーパーテス
ト調査は､関心 ･意欲 ･態度や思考力に重点
が置かれ,この面面から投薬改善を図ろうと
するものであると考える｡
1･2岡山大学教育学部 3･5･6･8 岡山大学教育学部附属小学校
4岡山市教育委旦会学校教育部指群鎌 7冶社市立給仕酉小学校 (岡山大学教育学部大学院生)
9岡山市立大野小学校 9赤好郎仲山rr立桜が丘小学校
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岡山大学算数 ･数学学会が実施する罪数学
力診断調査の目的は､文部省が平成6年に実
施したペーパーテス ト調査と基軸を同じくす
るものである｡
すなわち､
･理解困難な指導内容は何か､また､その
要因は何か
･つまずきやすい指導内容は何か､また､
その要因は何か
を児童の側に立って分析 し､弟数指導上の問
題点を明らかにし､授業改善のための方策を
捕集することにある｡
2井数学力診断調査問題の工夫
(1)井数の学力を捉える観点
岡山大学算数 ･数学学会では､井数の学力
を4つの側面から捉えることにした｡
すなわち､
･井牧-の関心･意欲 ･態度
･数学的な考え方
･数や図形についての表現 ･処理
･数や図形についての知抜･理解
である｡
ペーパーによるgl査では､｢数学的な考え方｣
｢井数への臥L､･意欲 .傾度Jの診断的評価
は難しいとされている｡そこで､これについ
ては,文部省が平成6年に実施したペーパー
テスト調査を参考にした｡
例えば､｢算数への臥し､･意欲 ･態度Jの診
断的評価については､open-endの問題を用意し､
これによって算数への興味 ･関心 ･態度をシ
ンプトムとして捉えることにした｡
また､r数学的な考え方｣の診断的評価とし
ては､r思考法選択問題｣を設定し､児童の数
学的な考え方を評価することにした｡
(2)私たちの考える井敦学力診断四査の
特徴
文部省が平成6年に実施したペーパーテス
ト調査と私たち岡山大学井数数学教育学会の
芽数学力診断調査間顔の大きな違いは､問厨
の軽易度にあると考えている｡
文部省が実施したペーパーテス ト問題は､
指導要領の範囲内にあるが､教科番問題と比
べて､やや見聞であると考える｡
これに対して､我々の算数学力診断研査問
鮎は､教科昔内容の範囲内にした点である｡
許数の教科脊内容の中でも基礎的 ･基本的な
事項で､これらを理解しておれば十分解決で
きる幸,のにした.
その根拠は､罫教の学力は､平素の井数の
授業の中で培われるものであり､平#の投薬
は教科番に即して展開されるのが-船的であ
ると考えたからでる｡
3 井救学力診断弔壷の方法
(日 羽査時期
平成10年3月1日～3月20日
(2)調査対象
岡山県内外の小芋技19校5898名
第1学年865名 第2学年1030名
第3学年1088名 第4学年867名
第5学年1038名 第6学年1010名
4 井数学力診断翻査の分析の視点
(1)達成基準の設定
第数診断調査の実態分析に当たっては､個
々の問題に達成基準を設けた｡達成基準は､
発達段階や指導内容の難易度を加味して設定
した｡
(2)達成基準による分析
井数の学力の実態を達成基準によって判別
し､達成率の高さによって井款の学力診断を
することにした｡達成率の高いものは､現行
の指串に問題点はないと判断できるが.低い
ものについては授業改善の必要がある｡
以下､各学年の調査結果と傾向を述べる｡
参考文献
日 ｢さんすうしんだのまとめJ､大阪市小
学校教育研究会､平成9年5月
2)文部省 ;｢教育畏程実施状況に関する総
合的訴査研究報告.a-小学校､算数｣
東洋館､1997
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第1学年 結果と傾向
1 結果 (調査対象児童数865人)
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2 傾向
(1) 達成率が高い指導内容
①数について
r数え方､敬の系列､10の補数｣(問題1,
問題2､8)
･数学的な考え方に関して､工夫して2と
びで数えることは十分達成されていた (問
題 1 (3)達成率95%､問題3 日 )､
達成率97%)0
･数学的な知識.理解に関して､直線によ
って100前後の数の系列を読み取る力
は十分達成できていた (問題2アイウ､
いずれも90%以上の達成率)0
･加法･減法の計芽の仕方を兄いだす上の
基礎となる10の補数の見方については､
十分達成できていた (問題8(日.(2)､
達成率はそれぞれ93%,91%)0
②計算について
r加法･猿法の意味｣(問題6,7､ll)
･加法･減法の意味理解については､十分
達成している (間顔 7 (日 蓮成率93
%､(2)達成率93%)｡また､加 ･減
計算の問題作り-の関心.意欲も高いも
のがあった (問題11達成率87%)
ただし､絵から情報収集して､演井決
定する加法 ･減法の関原についての達成
率は､特に､求差の場合で低い (6 (2)
達成率72%)0
r加減計井の仕方｣(関原10)
･計井の仕方に関しては､計算の仕方につ
いての考え方と計算処理の2面がある｡
計算処理､すなわち､加法.減法の基本
的な計算技能については十分達成してい
る (問Bil0 (1)～ (4)､(6)､いず
れも達成率90%以上)
･新指導要傍では第2学年に移行されるが､
(何十)+(何十)､(何十何)+(何)
等の計算技能についても､達成率は高い
(問願 10 (7)(8)､達成率約90%)
(2)達成率が気がかりな指導内容
①数について
T数の見方｣(間腐 1)
･1つの数を2つの数の和や差とみる数の
多角的な見方は､重要な内容である｡
しかし､これについての達成率は低いD
数の合成 (和とみる見方)は敏の分解よ
りt)達成率は高いt)のの､想定していた
達成率90%を下回るt)のであった (問
題1 (1)①②､達成率それぞれ87%､
84%､)｡
また､教の分解的にみる見方については
数の合成的な見方よりも更に低い達成率
であった (問題 (2)①②､達成率それ
ぞれ83%｡ 76%)｡これでは､基数の
加法･減法の計算の仕方を考える上で､
支障が出てくるものと危供される実態で
ある｡
r数の構成的な見方｣(間周4)
･新指導要領では､数の範囲が ｢100ま
での数｣になるため､第2学年に移行さ
れるが､rl0OといくつJという数の見
方についての達成率は低い (問題4 (2)
達成率56%)a
②計削こついて
r加法の計葬の仕方を見出す力｣(問歴 9)
･加法の計算技能の達成率は高いが､加法
の仕方を見出す力 (数学的な考え方)は
弱いことが判明した (問題9 (1)達成
率42%)0
r滅法の計井の仕方を見出す力](問題9)
･加法同様､減法についても､引き舞の仕
方を見出す数字的な考え方が育っていな
いことが分かった (聞牌 9 (2)達成率
40%)o加減の計算の仕方を見出し､そ
れを筋道立てて説明できる力の育成が急
務の陳腐である｡ (黒崎東洋郎)
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呈汚 2 土筆 4l三
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2 傾IJり
日 豊成串が高い指導内容
①数に関して
r数の構成｣ (開店日
1000までの数について.数え樺やお金
の図を見て数字で表すことは達成率が80%
をこえており,十進位取り記数法に基づいた
数の構成の指導の徹底が図られているといえ
る｡
r政の大小比較｣ (同居 512)
678と692の大小比較では,達成率が
97%で,不等号を使って正しく式に表すこ
とができており,十進位取り記数法に基づい
た数の大小比較の指導の徹底が図られている
といえる｡
②計井に関して
｢たし算やひき算の筆算｣ (同氏 3)
(2位致)+(2位致)の車井では,繰り
上がりが1回ある計算で97%,2回ある計
井で93%. (2位敦)一 (2位歎)の奉拝
では,操り下がりが1回ある計井で87%,
(3位致)- (2位致)で繰り下がりが1垣1
ある計井で85%であった｡ひき拝の方が,
達成率が少し低いが,発芽の計拝技能に関し
てはよく指導がされているといえる｡
｢かけ算 (九九)の計算｣ (同属 3)
8×6の計算が達成率87%と,7×4,
9×7の計拝に比べると少し低いが,どの針
井も達成率はおおむねよい｡九九を確実に暗
記させ.繰り返し習熟が図られているといえ
る｡
(2) 養成串が気hfかtJな指導内容
(9数に関して
r軌の相対的な見方｣ (同属2)
10や100を単位にして数の大きさをと
らえる見方に関しては,180で79%,
4500では.81%の達成率であり,やや
低いといえる｡つまずきの反応として,間庵
2(1)では, ｢8｣と背いたものが多く,十進
一 6-
位収り記数法に基づく数の4u対的なIL方につ
いての指導が不十分であるといえる.
r数直線を用いた故系列｣ (同趨 4)
850をよむことについては,81%の達
成率であったが,990については74%,
1050については55%と達成率が非常に
低く,1000削後の数を.1目盛りが10
になっている致直線上でよむことはできにく
い｡1050のよみでは100･5.1500
のつまずきが多く,1目盛りの大きさが1で
はない数直線については,T呼に相中を'(7な
う必要がある｡
(診計算に関して
r不等式｣ (同氏6)
不等式を使って赦免の大小関係を式に表す
ことができたのは7%と達成率は非常に低い
といえる｡つまずきでは,120日50=270と等
号を用いて針井の答えを表した式が多かった｡
放血の相等関係を正しく式に表すことができ
るようになるためには,具体的な場面を式に
表したり.逆に式から放丑の関係を読み取っ
たりする指導に時間をかける必要がある｡
rかけ算の意味｣ (同項7.11)
間頗7(1)で達成率が43%,(2)では35%
と非馴 こ低いといえる｡また,間趨11でも
同様に低くなっている｡どちらも r基準堤の
いくつ分｣という見方とかけ算の式のつなが
りが十分理解されておらず,かけ算の意味の
指埠では,これまで以上に時rFlをかけて 1-呼
に扱う必要がある｡
｢かけ井の式を辰む力｣ (同題 12)
開場3(5ト (7)の結果からかけ井の計井技能
の達成率はよいが,同じかけ井でも同店12
のようなかけ井の式を読む問Blでは,達成率
が52%で不十分な数値になっている｡かけ
井の用いられている場面について,絵に丸を
つけるなどして.同じものが複数あることに
しっかりとE]を向かせて作間をさせる必要が
ある｡ (新漸陽子,鈴木隆幸)
第 3 学 年
1 結果 (調査対象児童数 1088人)
l □L= あてIitもJLf かe*しよう.
(l)7x4の暮えは. 7MBの暮九より
(2)2400000は.100Ot
匝 司 小さい･
匹 こ
･" 50｡い ㈹ した牡は 匝 亘 ]です･
*た.10でわったkは
(A)!･*
(5)0.1を固
[垂 ] です･
t3こあつめた出です.
こあつめたkは'lでT
2 1の Bを f書*LJ:ち,
あつめたk-ef.
3 口の中に.<か > か - t tetLよう･
･., o･.囲o (2,｡･9回 .
･3, ,5i]与 (4)‡国 ‡
4 次のl+JLfLtL上l.
(.'20-BiZ] (2, 9-･[亘亘 ]
(3,2｡0-･正己 (･,,2- ･[亘己
5亡竺 ∃､忘.t.e三三i;it'Lてい- し一う･
日 )t■の■九
2 7
メ 8
ミ…･5.･..･.-⊂≡ 互 = :]
(2)12暮3のMlモIl宇eエ*LtItJtTもと､
12- 仁 王亘コ +[二 三 コ
(3)25X18のM Eモ･18モ工夫してM ITもと･
25XlO･[=亘コ･[≡= ]
結 =果 と イ頃 向
e次のJ十lを JF井でし*しょ!.
(1)27Ka
37･^ - -tI--_I-,
(3)4BX32 (▲)72+3
73'/ P/y,
(8)132+4 (○)418+○
78〆
7 次のNtIモはんで､flt出Td:モ ▼etLよう.
く1) あわが 1●こありfT.n人にヰじBTつJ>けfT･
1人分は.なんこてし▲う.
式 Cy'/.
(2)14,nのロー プは一一mのE)-プのmflでしょう･
JE i
(8) 20こ t)ん亡があLJtT.1人にaこfつくばりt-r.
何人に(ばれて.なんこ Afもでし▲う･
tE g招
8 次のわり暮のうち.Lb とAて･書九が○けたL=なるztに
OtつけtLよう.
()3万7㌻ ( )7)すす古~ の ◆)777
9 30÷41-7- 2 の暮九t たしかめtT･ゎIJたfJも､どの■えICたしかJ)か ､OtつけtL･よう･
(//'/.)おはじい ○こ暮･4こ1'っ分けてたしかめも･
dl〆)･のだんの九九t･い-LEtい抄 もたしかわも･
く少秒 4日 +2 のlIJ:tしてたしかわも･
10 12+a のNultfIりfL■!'
不敗 絹 /h除 〆o〆
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2 偵向
日 )達成串が高い指導内容
①敦に関してr数の構成J (問題 1(1))
赦学的な知縫 ･理解に供して, 7X4と7
×5の差を考える閉居では達成率が85%で,
かけ井九九のしくみに基づいて考えられてい
る｡これは.かけ井九九の牧が 1増えれば.
かけられる放すつ増えていくとい う九九の構
成についての相称の徹底が図られているとい
える｡
r小敵の大小比較｣ (問題3(1).(2))
敢学的な知斡 ･理解に関して,0.1と0.
0.9 と1の大小比較では.達成串がそれぞ
れ95%,96%で,不等号を旺って正しく
式に来すことができている｡これは.単位小
牧の 0.1に基づいた故の大小比較の指導の
徹底が回られているといえる｡
②計井に醸して
rかけ算｣ (問塩4(1).(3))
数学的な考え方に関して,20×5の計井
では達成串は92%,200×5の計井では
94%であった｡これは.20,200を 1
0. 100のいくつ分と考えて2×5をもと
にして考える計芽の仕方の指導の78庇が図ら
れているといえる｡
rかけ算の霊嘉｣ (間頬6(1).(2))
27×3.48×6の達成率は,それぞれ
89%,85%であった｡これは, (2位敢)
× (1位致)の筆井の習熟が繰り返し行われ,
定着しているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指導内容
(D数に関して
｢蝕の相対的な見方｣ (閉経1(2))
10000を単位として敬の大きさをとら
える閥確では,達成率が53%と低いp
これは,十進位取り記教法に基づいた敦の相
対的な見方の指導が不十分であるといえる｡
r分数の意味J (問戊 1(4).3(3).(4))
1/5を単位として分数の大きさをとらえ
る間席は,64%となっている｡これは,分
数の意味理解の指導が不十分であるといえる｡
間席 3 (3)の7/ 7を1と見る関原の達成
率は,73%とやや低い｡また,問題3(4)
の1/3と1/5の大小比較では.達成率が
34%ときわめて低い｡これも,分数の意味
理解の指串が不十分であるといえる｡
②計井に関して
rfl算の仕方｣ (閏月 5(1))
27×5の筆井の計許の仕方を脱明する問
題では.達成串が22%ときわめて低い｡こ
れは,十の位を1つずらしている昔味の指導
が不十分であるといえる｡
｢計算の工夫J (閏月5(2).(3))
12×3の 12を工夫して計井する閉居,
25×18の18を工夫して計井する桐原で
は,達成率がそれぞれ27%.26%と低い｡
これは,12を10と2に,18を10と8
に分けて考える分配法則を活用することがで
きるような相戦が不十分であるといえる｡
rわり算の筆算｣ (間鴨6(6))
315÷3の筆井は,達成率が57%と他
のかけ亦やわり井の筆井に比べて低い｡これ
は,検討づけを生かした輩亦指導が不十分で
あるといえる｡
(片山 晴夫 森金 永二)
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第 4学年 結果と傾向
1 結果 (調査対象児童数867名)
1 故事でか き ましょう｡
(T) 五Cl六千
(2) 十兆三百t
2⊂]の中に.あてはまる牡如､tSLう.
･.,4∝相方の ･0- は ｢-∠頭~1 7T.
(2)5兆の 吉 の政は です.
･3)0 1を3こ･0 0- こ帥 せたkは[垂 直 ]でT･
･4,0 00.を 20こ.d"=Bは[豆団 です･
(5)‡ を 7こJLめた-
回
です.
(8)1.7.6.3.0,4の 6このk事のうち.▲この■事を
仕って4けT=のBfつくろうと思います.
･ -- いB.il~7W+I- ･
･一･,･tさい的 l占?O/oLです･
(7) 394を上から1けたの七色にすると ⊂至Z亘二]で,･
8 25※17=425です｡
この ことをう*く仕って.次のltJFの書えを求めまし ょう.
(り 2 500x170-
(2) 0 25 x 17=
二 二 二': '':-'∵ 三 千三 :;_
･2,83+5･9+ 7 - 83･[至萱司 十 59
二 二∴ ≡ 憲 二
:( :, 6.0.I.:麿 '; …三三…蔓02:｡｡
8 次の汁JLを●暮でしましよう｡
(1) 27 4 + 1 8 (2) 3 2 - 0 37
く3) 252 - 36 (4) 672 二 32
(5) 2 8 × 34 (8) 4 ÷ 25
7 次のl十★のうち.ぱっと見て答えが2けf=r=なるわリ暮はどれでしょう
書1が2けたにrJるとJlうものに みんなOをつけましょう｡
( ) 98÷32
( )252÷36
( )1663T3,% O …
( ) 732⊥32
)312÷20
)8833丁25
8 く )を吐って 書えを求d)も式を.Tつの式で8LfLよう.
(l)1きつ75円のノートを4さっと.1暮25円のね事を4本■いさLl=.
代金は.全林で何円でしょう.
し75-十方)棉 .､ 30/O
(2)たfごが50■ありfす｡このたfごを.1=てl=21,tに54 fJら
ぺて ′ttノウにつ8)ようとJBい暮す｡
た*ご′(ックは.いくついるでしょう｡
9 次のか事の巾で 240÷6の巾より大きいのはどれでし上う.
大きいものにみんな0をつけ*しよう.
( )240+5 # ( )250"
( )220÷8 舶O/a ( )240÷7
10せ分散は+分散か暮牡に､書分tLは伝分bl=IJおしましよう.
(.)1f- ･2,i-回 (3,-号-匝司
11 右のぷんほうぐを Tい≠Ll=.:えんぴつ- ･72円
代土手求d)るとき.あfJr=は.ど :iILコ'1 I ･23円
ちらのl十■方法を玉び*Tか, ;のり･ ･I82円
Oをつけましょう. :_色横_./∴:一号_8月
封O/0,
ー 9 -
33,oli,2… 2.38-72+38+23+82
W ≡121TO5'105
1日)
2 傾向
(1)濃成雷が嘉い櫓幕内専
①数に関して
r小鼻.分轟の知■.理鱗J(間Jl2(3).(I).(5))
小数や分数の意味,構成の知秩 ･理解につ
いての達成率はどれも87%以上であり.捕
導の徹底が図られているといえる｡
②計算に関して
r嚢鴨のわL)霊の計算技能｣(間JLo(3).(4))
第4学年までで,整軌こついての基本的な
四則計井が租実にできることがねらわれてい
るn(加減乗除の計算が含まれている)典故
のわり井についての計井技能面についての達
成率はいずれも86%であった｡ただ,わる
散がわられる数より大きい場合 (間層 6(6))
には戸惑いが見られ.達成率は37%であっ
た｡4÷25を25÷4に匪き換えてしまう
例も21%あったD
(2)霊威雷が気がかりな楕場内専
①数に関して
r大きな轟の10倍.1/10｣(MIJL2(1).(2))
十進位取り記数法のしくみをもとに.大き
な数の10倍を考えることの達成率は62%.
1/10を考えることの達成率は47%と低か
った｡十進位取り記数法のしくみの理解が不
十分であるといえる｡
②計井に関して
｢計算の鼻積もり｣(間▲7.間10)
繭の桁数を見積もる間席の達成率は22
%,また,商の大きさを見積もる問題の達成
率は48%であった｡新しい学習指導要髄で
｢計井の仕方を考えたり,計算の確かめをし
たりするときに,計井の結果の見積もりを生
かすようにすること｣が ｢指導計画の作成と
各学年にわたる内容の取扱い｣であげられて
いるが,この結果からも指導を重視する必要
があることがうなずける｡
｢計算のきまりの理解J
(間JL4(1),(3).PlJL8(1))
交換法則についてはおおむね達成されてい
た (間増 4 (2)の達成率は90%)oしか
し.( )を使った式については,その表現
･処理についての達成率は23%.数学的な
考え方についての達成率は53%,知弛 ･理
解についての達成率は30%と低かった｡
( )を使った式の意味についての指導,そ
のよさを味わわせる指導が不十分であると考
えられる｡
r鮒暮輪霊の活用｣(MIJL3(1).(2).間JL8(5))
新しい学習緒埠要領では,桁数の多い世数
･小数の加減乗除などの計算を軽減すること
がうたわれている｡当然,学習内容は減るわ
けであるが,今まで以上に,既習事項を活用
する力を育てることが大切になってくる｡と
ころが,(2けた)x(2けた)の計井結果
を活用する閉居の達成率は,1000倍を考え
るものは75%,1/10 を考えるものは58
%,1/10を考えるものは57%と低かったn
この度巣を見ると,新しい指導要領で小数の
かけ井の指導内容が第5学年に移行される点
はうなずけるものの,今後,既習事項を活用
する力を育てる指導を一層重視する必要があ
ると考えられる｡
rわり算の性雷｣(間JL5)
わる数とわられる数に同じ数をかけても,
わる数とわられる数を同じ数でわっても.そ
の計井結果は同じになるという ｢わり井の性
質｣の達成率は73%と必ずしも高くなかっ
たoこの ｢わり算の性質｣は,小数÷′ト数,
分散÷分数につながる虫垂な内容である｡指
導の徹底を図る必変があると考える∩
(福田 博雅 ･杉能 道明)
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第 5 学 年
1 結果 (調査対象児童数 1038人)
1っぎの 口 に 机 はまる郎 tH Lよう.
- 2･.7-廿o･廿 o小沼荒.
(2)235を10fILf=hri
(3)0 361.3 6の
･"岩-Mと
[=亘互享]で,･
･6,4- ･小- よロ互豆です･
･6,24と36のA大公- は圧亘亘]で一･
(7)3千丁の■J7
2 ztのJq■fBんで.書えf暮れも<tかe*し▲1.
日 )■き22 4rnのロープがhリ暮す.この E)-プt a,6rTIrつに
切って甘いロープtfFろ)とeLl事丁.
JLL､E)-プは何事け^もでし▲う.
(2)1rnが500円のリボン暮,2BITllお )とJlいfT.ftArtい くらでし▲I.
L gF占 .メ~ ~:~~｢
(3)■のはうの1さtはかっIこら 1 44bでした.
このBのほうの■壬tIIJ<(_-ら 7 8巾でLl=.
このtLの15の1mのJLさは､Rbでしょう.
式 677.
(4)わきらさんの件113Bbです.
ts兄さんの件Iは.あeらきんの件Iの 12f+ritうです,
お兄さんのL+JlliFlkLでし▲う.
式 937.
3 書えが4.6暮JJえも式に.hんILOをつけfL▲う.
' = ･い .6 日 日 日 ･8卓港 52Y.
- - - - ,･.古TO･.巾如 け蜂 官`X.
･ = - 0 0 日 - ･ o･叫か つ哨蕗5gx
4 分tLIJ､tに.小■rl分tにfJおし事しよう.
- 三-担 (2, 0 76･
糸吉 黒 と イ頃 向
53:Q)t■をL7iLよう.
ll) 4 2 . 3 7 【2) 5 6 x O 75
(3)466-I5 (A)288丁75
678×43=328B でT.
このことを仕って. 0 76 3< 4 3 の書えttltうとJlいfT.
ytえに0書つrl王しょう.
( )0 3268 Igay.,3 268
( )32 68 ( )328 8
7 ot2-2JI=38でT.
このことを叶って. 9 12 丁 2.4のflI出そうとtLいtf.
Jlに0をつl†fL▲う,
- 38 (50'/.,3 - ,0 日 - 0 03B
8 JEのlI暮のTえの1与をつけfLよう.(I)908x■12I■をつけもl■
10才4 -一･-64-X
1014-1I-`- Sy.
(2)8 58 ÷ O Ia
?ミヤ 一 -･-5年方
言:.汗 ト.--I0/
9JI■しましよう
上り
2 1
6 7
4 ●3
(2) 1首 ~ - t'10
10 (=だしさんがLIJtすると.46x708 のIl暮 328888に
fJつ(=そうです.
暮えが正しい小どうか暮書かAもt=は.^なたfJもitのどの方SLで■
かめFナか.0暮つけ事し▲う.
30Xh､け" tかけられ… 大仙 えて.70日 6日 暮すも.
37Y..6x70川.い -LtM Tも･
30だ;三;三.0,ibO.ヱ….70とhTJ O '700… 000
17鶴 21'::.'J .L3;1:三川 帆 一'H=か… のどちらか'=fL
- l l -
2 傾向
(1)達成串が高い指導内容
①数に関して
r小数のしくみJ (閉局 1(1))
r小鼓相互の罪体J (間島 1(2))
小数を構成する数字の意味理解についての
達成率は87%であり,小数点を右に移動さ
せて10倍した小数を作ることについての達
成率は88%である｡十進位取り記数法に基
づいた小数の見方の指導の徹底が図られてい
るといえる｡
②計算に関して
r小払についての計算の意味｣
(間切2(1)(2)(4))
小数倍にあたる数量を求める立式(2)(4)紘,
どちらの達成率も85%をこえており,包含
除場面の立式(I)の達成率は95%であるC小
数倍にあたる数量を求める狙合や,包含除の
場合の計井の意味については十分な指導がな
されているといえる｡
③見横もりに関して
r小数同士の積や繭の見積もりJ (問樋b)
′ト牡のかけ井については69%,わり掛 こ
ついては64%の児童が計井結果の見積もり
ができている｡この内容はまだ新しいのが,
見積もりを取り入れた指導を実践している教
師が増えていることが分かる｡
(2)達成串が気がかりな指導内容
①数に関して
｢小払相互の併任J (問功 1(2))
0,35は3.5の何倍であるかをたずねた間傍の
達成率は41%と低く.小数相互の関係を捉
えさせる指尊が不十分であるといえる｡
｢公約数J (問題1(6))
24と36の最大公約数をたずねた閉居の達成
率は55%で,つまずきの多くは,公約数で
はあるが最大ではない ｢6｣であった｡ ｢最
大公約数｣の意味について,丁寧な指導を行
う必要がある｡
r商分政J (間色 l(7))
3÷7の商をきちんと表すことについての
達成率は,34%と低い｡つまずきの例とし
ては,小数で表そうとした児童が32%で,
分数で表せばよいことはわかっているが,分
子と分母を逆に昔いている児童が3%いた｡
割り切れない場合でも,分数で表せばきちん
と表すことのできるよさに気づかせることを
大切に扱う必要がある｡
r分牡と小払の関係J (問臨4)
分数を小数に直すことについては63%.
小数を分数に直すことについては35%と,
低い達成率になった｡ただし,0.75について
は,75/100と書いた不完全正答の31%は含
めていない｡また,0.75についてのつまずき
でもっとも多かったのは,5/7または7/5で,
15%であった｡分数や小数の大きさについ
て丁寧な指導を行う必要がある｡
②計算に関して
｢小kのわり算の意味J (問題2(3))
等分除場面の立式の達成率は,67%と低
い｡つまずき反応では,割る数と割られる数
を逆に番いたり (7%),無答 (12%)で
あったりするものがみられた｡図などを使っ
て間腐場面の理解を十分に図る指導が不十分
であるといえる｡
｢計算垢具の活用｣ (間類7)
軽政のわり井の商を使って,/ト軟のわり井
の商を求める閉居の達成率は,50%であっ
たO小数点の移動を間違えて,0.038や0,38と
答えるつまずきは,計41%であった｡計井
の仕方についての十分な理解をはかりながら
T率に指斗していく必要がある｡
r分kの計算の習払｣ (問題9)
異分母分数のひき算については,真分数同
士の計耳の達成率が71%なのに比べ,帯分
数を含む計井の達成率は49%であった｡約
分途中の不完全正答とあわせても67%で,
低い達成率である｡
③見積もりに関して
r小数の計算のしくみ｣ (問題3)
′ト数をかけたり割ったりしたとき,もとの
数より大きくなるか小さくなるかを正しく答
えることのできた児童は52%で.低い達成
率となった｡見積もりをするよさに気づくこ
とのでき,るような指尊を工夫するとともに,
いろいろな埠面においてその指導を繰り返す
必要があるD
r亜牡の積の見積もり｣ (問顎 10)
整数の嶺が正しいかどうかを桐べる方法を
4種類の中から複数回答させた結果,どの方
法も30%程度であった｡50×700や2けた×
3けたの方法を期待していたので,残念な結
果となった｡概数を用いて計算するよさが子
どもに分かる指導を行う必要がある｡
(深 井 文 雄 )
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男等 6 学 壬F
l 結 果 (調査対象児亜救 1010名)
l つぎの □ l=あてはぎも政を書H Lよう.
･.･ 号 - は正司- ･
･2,iR - .
2 次の桝枕をtIんで.書えを求めもrtを■亡fL▲う.
(,) .-のJLさが i･■の仏の′･17が机 ます･
このBのバイ73rnのJLさは.何Lfでし▲う.式
(2,5 ト のひもbt机 打 ･ このひもをト でつに切もと･
伺+のtJもがで亡もでしょう.衣
(3)再のリボンのよさは8mあり暮す.
こ- .仰 リボンの 号 に机 もモうでT･
tのリボンのJiさは.何mでし▲う.r
(4'あもIrではトラ卵 -和 って1.- 批 リi h･の榊 t
捕します.
i - で･i･- の7k郎 肘 でし▲う･
(5)Llろしさんの拝JLは40kfでT.
AのCq ･1.ひろしさんのC.JLの 昔 批 そうでT･
*の拝JLは何Ilでし▲う.氏
3 口 にあてはまも牡をかきましょう.
朱雀 431･
,: :黒 bi B '-□5
し こ
結 果 と 儒 IEiJ
41+LtLLj.
･日子--[亘∃
2
(2) 号 x l了 =
･再 T5-Ej
･5, 号 丁号-匹 ]
(8)与 十 号 x号-
(7, 号 x 号 ･ ! , 号-
5 次のlI■モ かけ書の式にtJおしfL▲う.
1.2(日子×言-盲-長盛81.
(2)5÷3÷1,3=東名も;ィ.
□x□x□
□×口､□
6 書1が3より大さい式に みんfJOをつけfL▲う.
( )3･号 ( = -号
･ ,､3÷ 号 ( )3T .号
( ,3÷ 吉 鴇 =11. ( )- 士
7 2÷川 の…… 至t! .t霊 獣 ;･古紙 打 撃収
自分のTもJl■方法に0きつIlfL▲う.
( )左からJqにJf暮すろ く )かけ■の式 に fとめて
2÷い3=(2TO)}al･ :2丁8×3=2x盲 N 3
= 旦 ※ 3
r.i
I=31 × 3
= 1 3!TI.
2×1 x3
8
- 1:j -
2 傾 向
(1)達成率が轟い指導内専
①計算にl過して
r分数のかけ雷 ･わL)雷の什雷技能｣(TqJl4)
(I)旦x4 (95%) (2)旦xl旦 (92%)
7 5 3
3 2.2
(3)γ 5 (88%) (5)盲丁盲 (91%)
は､達成率を90%と設定していたので,達
成率からみて,習熟できているのではないか
と考えられる｡
rlfJl方法の傾向｣(向Jl7)
達成率は 98%で,ほとんどの子どもが自分の
しやすい計算方法を選んでいた｡傾向として
は左から順にする(33%)よりも,わり辞も分
数の形に直し､かけ算の式に統一してしよう
(65%)という子どもの方が多いという結果
がでた｡
(2)遵虞事が気hfかLJな指事内専
(D計凱 こ関して
r分数の什雷の工味｣(闘Jl2(3)(4))
(3)6÷旦 (58% ) (4)旦 xl (51%)
3 4 5
の達成率からもわかるように今一歩である｡
立式の際,もとになる数碇が何であるかをき
ちんと把握できていなかったり,そのもとに
なる数虫をどうするのかという演算決定がで
きていない子どもが多かった｡6年生だけで
なく4年生5年生の時から,基準且のいくつ
分という意味や等分した大きさの意味を計罪
技能とともに大切にとりあつかう必要がある0
6年生では,数爺に分数も入ってくるため,
条件を把握することが,並数や小数の場合と
比べてさらに難しいということから,既習事
項の鼓数や小数の場合に振り返って考えさせ
たり,テープ図や面雌図等の図を活用したり
して,条件を把握させるべき持寄が必要だと
考えられるO
I 14-
r分数の計算の仕方｣(Pl鱒3)
2
-x4 は 口が (2×4)こ だから
旦×4-班 -[] (完答 43%)5 5
からもわかるように,今一歩である｡つま
り r'2/ 5×4 は口が (2×4)こ ｣
というところの口に,]/5が入らない
子どもが,半数以上いたということになる｡
r引払4でのp汁算の技能が習熟できていても
その計昇の仕方そのものを考えることにつ
いても,大切にすべきことである｡引井の
仕方を考えることも大切だという認識を1-
どもにもたせる指導が,必要だと々えられ
る｡
r分数の什雷のJt序J(間Jl4(6)(7))
(6)ユ+旦xl (48%) (7)旦x呈.旦x旦
2 4 3 5 7 5 7
(50%)からわかるように.演井の順序に
ついての子どもの認識が今一歩であるO演
井記号を考えずとにかく前から順にやって
いた｡分数の勘合も整数や小数の場合の指
導と同じようにおりに触れ何度となく計算
の順序について,どうしてかけ算を先にす
るのか具体的場面で考えさせる指導が必要
だと考えられるD
rかける数やわる数を1を纂筆にして鞘噺す
る見方｣(仰膚6)
(1)～(6)の完答の達成率(52%)からわか
るように今一捗である｡一つ一つ計辞して
いってのミスもあるが.とにかくかける数
やわる数を1を基恥 こして判断する見方が
できていなかった｡分数の勘合も軽数や小
数の場合の指導と同じように,1を基準に
してその大小で判断する見方を,そのよさ
とともに指導する必要があると考えられ
る.
(兼良 新太郎)
(平成11年4月24日受理)
